
1.研究目的

　町中や学校などでGraffitiについての中傷を聞

き、なぜこんなにイメージが悪いのか気になり、

どうにかよいイメージに変えられないかと考え

た。他にGraffitiの話をしてもあまりわかっても

らえず、なにそれといった反応が非常に多かっ

た。もっとGraffitiの世界を知ってもらいたく、

研究してみようと踏み切った。そこでGraffitiを

知ってもらうための媒体としてPOP UP絵本を利用

した。

2.調査と分析

　コミュニティーサイトmixiにてアンケート調査,

聞き込み調査,アンケート調査をした。質問の内容

は「Graffitiにどんなイメージを持つか。」これ

は、ある程度Graffitiを知っている人と、全く知

らない人を分けて調査した。その結果、ある程度

知っている人の回答で多かったのは「描いてみた

い、自分を表現出来る」などの興味があるか、ま

たは実際にGraffitiを描いている答えが多かっ

た。その一方で全く知らない人は、「街に描いて

あるらくがき、汚い、イカツイ、あまり好きでは

ない」などのマイナスなイメージを抱いているこ

とがわかった。なかには「興味はあるが、なにか

ら始めればいいのかわからない。壁に描いてみた

いけど…」という声もあった。

　Graffitiの商品はフィギア、写真集、などがあ

るが、作成者の自己満足なものが多く、やはりわ

かりずらいところがあるようだ。

3.コンセプトの立案

　第一にGraffitiの悪いイメージを改善し、ただ

のらくがきでなく、Artだということを少しでも意

識してもらいたい。第二にGraffiti Artに接しや

すくなるような本。

4.デザイン展開

　どうしたら面白く動くか、どの仕掛けがこの作

品にあっているのかが、すごく難しく、参考の本の

仕掛けを見ながら制作していった。しかし、思って

いるようにうまくいかず、何度も作り直してようや

く第一モデルが完成した。このモデルは色等は入っ

ておらず、仕掛けのみのモデルである。

　イラストは、自分ひとりだけではなく、アー

ティストに協力を呼びかけ、作品を描いて提供し

てえもらい、その作品を私が仕掛けをつけて立体

にしていったので自己的な画集ではなく、いろい

ろなGraffitiが楽しめるようになっている。

5.完成図

下図は掲載したGraffitiの一部である。

6.結論

　自分が思っていたよりもGrafftiという二次元の

ものにPOPUPの仕掛けを付け加えて作るのが難し

く、紙によってうまく仕掛け動いてくれなかった

りすることがわかった。世界観を出すために大き

さよりも仕掛けで魅せていこうとしたがいまいち

迫力かけている。
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